　「A Hypothetical Treachery　――A One Act Play」訳本

　「裏切りゲーム（一幕劇）」

　著者　Anthil Morvir
　登場人物
Malvasian：High Elfの戦闘魔術師
Inzoliah：Dark Elfの戦闘魔術師

Dolcettus：Cyrodiilの治療師
Schiavas：Argonianの狂戦士
　幽霊
　数人の盗賊
　舞台：Eldenwood

　幕が上がると、Valenwoodは伝説のEldengroveの、その霧がかった迷宮の風景。周囲を包むのは狼の遠吠えばかり。血に塗れた爬虫類の人物、Schiavasが木々の枝を掻き分けて登場、周囲を見やる。
　Schiavas：何も無いな。
　美しいDark Elfの魔術師、Inzoliahが狂戦士の手を借りて木から降りてくる。そこに近づく足音。Schiavasは抜刀して、Inzoliahは詠唱に取りかかる。しかし、何も現れない。
　Inzoliah：血が出ているわ。Dolcettusに治癒を頼まなくては。
　Schiavas：奴なら、すっかり洞窟で魔力を使い果たしちまったよ。俺は大丈夫さ。ここを抜け出れば治癒も必要ないし、それに最後のヒーリング・ポーションでも飲むことにするさ。Malvasianは？
　High Elfの戦闘魔術師Malvasian、Cyrodiilの治療師Dolcettus、二人で重そうな宝箱を抱えながら木の間から現れる。ぎこちない仕草で、その戦利品を木から降ろそうとしている。
　Malvasian：ここだ。まったく、どうして私が、こんなに手に余るくらいの重い荷物を持たなくてはならんのだ。偉大なる狂戦士殿と一緒にダンジョンに潜る利点というのは、その彼に全部の戦利品を運んでもらうことだと、つねづね思ってるのだがね。
　Schiavas：俺が持ってたら、敵と戦うのに両手が塞がっちまうだろう？　俺が間違ってるんなら、そう言ってくれよ。でも、お前らの三人とも、ここを生きて出るだけの魔力は残されてないんだからな。ここらの木の下には、その電流や爆発の魔法でもって倒さなくちゃならんホミンクルスども〔homunculuses〕が残ってるんだぜ。
　Dolcettus：ホムンクルスたち〔※１　homunculi〕、だな。
　Schiavas：心配すんな。お前らが思ってるようなことは、俺はやらないよ。
　Inzoliah（さりげなく）：どういうこと？
　Schiavas：お前ら全員を殺して、〔戦利品の〕この黒檀の鎧を独り占めにするってことさ。ふん、認めちまいな。……心の中では俺がそんなことを考えてるって、そう思ってるんだろう？
　Dolcettus：何とも恐ろしい考えだな。しかし、誰か実行に移すだなんて、私は決して思わんよ。どれだけ卑劣で堕落した奴だとしてもね……。
　Inzoliah：あら、どうして？
　Malvasian：Schiavas自身も言っているようにね、彼には荷物持ちが必要なのさ。宝箱を運びながらEldengroveの連中と戦う訳にはいかないからな。
　Dolcettus：Argonianらしく、どれだけ卑劣な陰謀家だとしても……。Stendarr〔慈悲の神〕のお陰だな。
　Inzoliah：それじゃあ、どうして私を生かしておくの？

Schiavas：そうとも限らんさ。その滑らかな肌〔※２〕に目を瞑れば、残りの２人よりも美しいとは言ってもな。何か近づいて来たら、まず、お前を見に遣らせるからな。
　そこで、近くの茂みに物音。
　Schiavas：そら、調べてこいよ。
　Inzoliah：きっと狼よ。ここらの森は、あいつらだらけだもの。あなたが行ってきたら？
　Schiavas：２つに１つだぜ、Inzoliah。行けば、命は助かる。留まれば、命は危ない。
　しばらく思案してから、Inzoliahは茂みに向かう。
　Schiavas（MalvasianとDolcettusに向かって）：Silvenar王だったら、この鎧にもタップリ金を払ってくれるだろうなぁ。それに、４人よりも３人の方がナイスに分けられるのだがなぁ。
　Inzoliah：まったく、その通りね。
　不意に、Inzoliahは舞台の頂上まで空中浮遊。半透明の幽霊が茂みから現れて、偶然に隣に居合わせていたSchiavasに襲いかかる。狂戦士が怒号を上げて剣で幽霊を打ち据えるが、その幽霊は眩暈を引き起こすガスを彼に吹き付ける。彼は地面に崩おれる。次に幽霊はDolcettusに向かうと、その不運なる治療師を冷気でもてなそうと気力を集中する。そこにMalvasianが火球を投げ付けて、幽霊は霧めいた空気の内に霧散してしまう。
MalvasianがDolcettusとSchiavasの体調を確かめているところに、Inzoliahは浮きながら地面に戻ってくる。二人ともに、幽霊によって精力を吸い取られて白い顔。
　Malvasian：結局のところ、お前さんの魔力は残っていたという訳だな。
　Inzoliah：あなたのも。ねぇ、死んでるの？
　MalvasianはSchiavasの荷物から治療薬を取り出す。
　Malvasian：よし、Schiavasの奴が倒れた時にも割れていなかったな。ありがたい。ふむ、これが在れば、私たち二人だけでも報酬は手に入るだろうな。
　Inzoliah：二人で協力しなきゃ、ここから出られないわよ。望むにせよ、望まないにせよ。
　２人の戦闘魔術師は、その宝箱を持ち上げると、ヤブの中を慎重に進み始める。時折、何かの足音や奇妙な物音を聞いては立ち止まりながら。
　Malvasian：はっきりさせておきたいのだがね。お前さんには、いくらかの魔力が残されている。それで、幽霊をSchiavasに襲わせて、その魔物を倒すのに私の無けなしの魔力を使うよう仕向けた訳だ。つまり、今の私よりも、お前さんの方が強いということだな。何とも考えたものだよ。
　Inzoliah：ありがと。実に論理的ね。何か魔法を唱えるだけの力はある？
　Malvasian：もちろん。経験を積んだ戦闘魔術師というものは、こういう逆境に備えて、ちっぽけでも非常に効果的な呪文を幾つか覚えておくものだよ。お前さんも、そういう“手”を袖の中に隠してあるんだろう？
　Inzoliah：ええ、あなたの言う通りにね。
　空気を貫き刺すような恐ろしい悲鳴を聞いて、言葉を続ける前に彼らは暫らく立ち止まる。それが消え去ると、ゆっくりとした重い足取りを再開する。
　Inzoliah：ねぇ、これは単なる知的ゲームとしてよ。これ以上もしもモンスターに遭わないで生きて帰れるなら、あなたは何の魔法を私にかけるでしょうね？
　Malvasian：私が君を殺して宝を独り占めにしようと企んでいるだなんて、そんなことを暗に示すのは止しにしてもらいたいね。
　Inzoliah：もちろん、そんなこと仄めかしてないし、実行に移すつもりも無いわよ。だから、単なる知的ゲームなんだからね。
　Malvasian：ふむ、そういうことなら、きっとヒルの魔法をかけるだろうな。君から生命力を奪って自分のものにするために。しかし、結局は、ここからSilvenarまでの街道には盗賊が出るだろうし、貴重なアーティファクトを抱えて傷ついた戦闘魔術師なんてのは格好の獲物だろうからな。このEldengroveを生き残っても、それが単に外で死ぬためだけなら、そんなのは私は御免こうむるね。
　Inzoliah：なるほど、理性あふれる回答ね。私ならね、繰り返しになるけど、もちろん実行には移さないわよ。ただ、電撃の矢の不意打ち、それだけで上手く片が付くと思うの。盗賊の危険については私も同意するけど。でも、忘れないで、まだ私たちには治療薬が１つ残ってるんだから。あなたを易々と殺して、それで完全回復できるんだからね。
　Malvasian：なるほど、もっともだな。そうなると、結局のところ問題は、その瞬間に何れの魔法が効果的かということになるね。もしも我々の魔法が同時に放たれるなら、私は君の生命力を吸いながらも、君の電撃の矢によって半死半生になるだけだ。そうなれば、２人とも死んでしまうだろうね。それに、瀕死になってしまえば、２人ともは言うまでも無く、どちらか１人の命すら単なる治療薬には救えそうにないよ。何とも皮肉な話ではないか、２人の策士たる戦闘魔術師――もちろん、この知的ゲームに限ってのことに過ぎないけれど――が完全に魔力を使い果たして死の瀬戸際に立たされて、そして１個の治療薬を奪い合うことになるとしたら。そうなると、どちらが手に入れるだろうね？
　Inzoliah：論理的に言って、このケースでは、あなたが最初に飲むことになるでしょうね。だって、そうして持っているんだもの。それじゃあ、私たちの何れかだけが、死なないまでも怪我をしたらどうなるでしょうね？
　Malvasian：やはり論理的に言って、少しばかりでも慈悲の心が在るなら、その傷ついた相手にポーションを使ってやるだろうな。
　Inzoliah：一番それが賢い遣り方でしょうね。でも、その戦闘魔術師たちが本当に陰謀家で、しかも、それなりに互いに一目を置いているとしたら？　その場合には、きっと、勝った方は例えば、深手を負った敗者の傍の木の上にポーションを置いておくでしょうね。それから、その負けて傷ついた方が充分に魔力を回復したら、空中浮遊の魔法でもって木の枝にかけられたポーションを取り戻すのよ。もう、それまでに、勝者は報酬をせしめてるって訳ね。
　近くの茂みの物音に、一瞬、２人は歩みを止める。慎重に手近な木に登って、その何物かを遣り過ごす。
　Malvasian：なるほど、君の言うことは分かるよ。けれど、いま考えている策士の戦闘魔術師の性格から言って、果たして敗者に生きていることを許すだろうかね？
　Inzoliah：多分ね。だって、私の今までの経験から言ってね、極めつけの策略家というのは、戦いで敵を打ち負かすことに、そうして相手に生き恥をかかせることに喜びを見出す連中なんだから。
　Malvasian：そんな策略家の戦闘魔術師というものは――。（興奮した風に）陽の光だ！　見えるか？
　２人とも急いで枝々を移って行こうとして茂みの後ろに落ちてしまう。そして、彼らの姿は客席から見えなくなってしまう。しかし、木々の間から陽光が差してくるのを見て取れる。
　Malvasian（丈の高い茂みを背にして）：森を抜けた。
　Inzoliah（同じく、丈の高い茂みを背にして）：そのようね。
　突然、電撃による爆発と、激しく閃く赤光とが湧き起こる。そして、静寂。少々の間の後に、誰かが木を登って行く物音が聞こえてくる。Malvasian、彼は高い大振りの枝に治療薬を置く。忍び笑いを漏らしながら、彼は木を降りる。幕。
　エピローグ
　幕が上がると、Silvenarに続く街道。盗賊の一味に取り囲まれたMalvasianは、杖を頼りに辛うじて立っていられる調子。盗賊たちは彼から易々と宝箱を奪い取ってしまう。
　盗賊♯１：俺らの噂を聞いてないのか？　お前みたいに弱りきった奴が街道を歩いてるなんて、それが命取りになるだろうって分からないのか？　その大層な荷物に手を貸そうってんじゃないんだぜ。
　Malvasian（弱々しく）：お願いだ……そっと、しといてくれ……。
　盗賊♯２：来いよ、この魔法使いめ！　このお宝が欲しくないのかよ？
　Malvasian：私は……もう……。
　突然に、Inzoliahが飛んで割って入ってくる。彼女は指先から電撃の矢を盗賊たちに放つと、瞬く間に飛び去る。それから、地面に降り立って宝箱を拾い上げる。Malvasianは死にそうな程に衰弱している。
　Malvasian：これは知的ゲームとしてだがね……すぐには相手を死に至らしめないが、しかし、少しずつ少しずつ彼の生命力と魔力を吸い取っていくような……だから、その時には彼にも“それ”とは気づかないような……そうして、彼に治療薬を残して行くだけの余裕を持たせるような……そういう魔法を使う戦闘魔術師が居るとしたら、どうだろうかね？
　Inzoliah：彼女こそ、極めつけの策略家の戦闘魔術師というものでしょうね。
　Malvasian：それから……これも知的ゲームとしてだが……その彼女は敗北した敵を助けるだろうかね？　……彼に恥をかかせて楽しむために……その、“生き”恥を。
　Inzoliah：知的ゲームとして答えるならばね、私の経験から言って、それは「ノー」よ。彼女は愚か者じゃないみたいだからね。
　InzoliahはSilvenarに向けて宝箱を引きずって行く。Malvasianは舞台の上で息を引き取る。幕。
　訳注　Qwerty：この演劇の舞台は、明白にValenwoodのElden Groveである。それはTamrielの名所の一つであり、「Arena」（TES）のメイン・クエストに登場するダンジョンの一つでもある。狼と幽霊は共に「Arena」では頻繁に遭遇するモンスターであり、このElden Groveでもまた多く見受けられるものであるのだ。下記の脚注は“死んだ異性”による。
　※１　ホムンクルス〔homunculus〕の複数形はhomunculusesではなくてhomunculiである。
　※２　Argonianはトカゲの獣人であるため、Schiavasの美意識によれば、滑らかな肌よりもザラついた肌の方が美しい。
